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一
Ｆ
ロ
ー
ド
は
ス
ー
パ
ー
カ
ー
の
魅
力
を
分

か
り
や
す
く
丁
寧
に
細
部
に
わ
た
り
解
説
し

て
下
さ
る
の
で
、
毎
号
読
み
応
え
＆
見
応
え

が
あ
り
大
満
足
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
豪
華
な
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

（鹿
児
島
県
／
中
村
光
埋

■
今
月
号
は
パ
ネ
～
で
し
ょ
。
オ
ー
バ
１
２

０
０
名
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。

●
か
な
り
の
限
定
車
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
が
、
最
初
か
ら
生
産
台
数
を
決
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
、
偶
然
販
売
さ
れ
た
台
数
で

決
定
さ
れ
て
し
ま
う
期
間
限
定
も
あ
り
な
ん

で
し
ょ
う
か
？
　
国
産
車
の
限
定
車
は
Ｎ
Ｓ

Ｘ
以
外
は
全
て
売
れ
よ
う
が
売
れ
ま
い
が
台

数
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
限
定
車
だ
か

ら
必
ず
プ
レ
ミ
ア
が
付
く
と
は
限
ら
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
が
、
オ
ー
ナ
ー
な
ら
台
数

が
少
な
い
こ
と
は
き
っ
と
嬉
し
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
た
だ
補
修
部
品
の
供
給
が
心
配
に
な

り
ま
す
。
広
告
ベ
ー
ジ
で
サ
イ
レ
ン
タ
イ
ヤ

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
多
く
の
ア
ジ
ア
タ

イ
ヤ
同
様
に
価
格
は
安
い
よ
う
で
す
が
、
性

能
は
？
　
ぜ
ひ
メ
ジ
ャ
ー
２̈
７
ン
ド
物
と
比

較
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
曾
「玉
県
／
Ｑ
Ａ
）

・
タ
イ
ヤ
は
選
ぶ
の
難
し
い
よ
ね
え
．

●
最
近
た
ま
た
ま
５
９
９
Ｇ
Ｔ
Ｏ
を
見
か
け

て
、
世
界
に
あ
る
５
９
９
台
の
う
ち
の
１
台

だ
っ
た
ん
だ
と
思
い
感
動
し
ま
し
た
。
要
望

で
す
。
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
で
も
実

現
し
て
も
ら
え
た
ら
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

Ｏ
私
は
テ
ス
タ
ロ
ッ
サ
に
乗
っ
て
い
ま
す
の

で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
パ
ー
ツ
の
こ
と
、
維

持
に
関
す
る
こ
と
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
自
分
の
ク
ル
マ
と
同
じ
車
種
だ
け
で

な
く
、
様
々
な
ク
ル
マ
を
大
切
に
長
く
乗
っ

て
い
く
、
そ
ん
な
記
事
が
読
め
た
ら
嬉
し
い
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このビンビーの取材 はコーヒーなんか

いただいたりしながら、ゆる～く進行しま

す。朝BSに集合してからその日の作業
をどうするか打ち合わせするなんてこと

だって珍しくはありません。

窄
冷
ビ
ー
ト
ル
は
今
で
も
機
能
部
品
に
関

し
て
は
ほ
と
ん
ど
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
数
少
な
い
例
外
の
ひ
と
つ
が
、

フ
ロ
ン
ト
が
ス
ト
ラ
ッ
ト
の
１
３
０
２
／

１
３
０
３
系
の
右
ハ
ン
用
ス
テ
ア
リ
ン
グ

・

ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
．
ト
ー
シ
ョ
ン
バ
ー
や
左
ハ

ン
用
は
普
通
に
新
品
が
手
に
入
る
の
に
、

ク
ス
ト
ラ
ッ
ト
ク
十

″右
ハ
ン
ク
と
い
う
組

み
合
わ
せ
だ
け
は
欠
品
中
な
の
で
す
．

日
本
仕
様
以
外
に
も
、
イ
ギ
リ
ス
仕
様
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
仕
様
な
ど
、
結
構
な
数
が

現
存
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
将

来
的
に
は
再
生
産
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
程
度
の
良
い
中
古
パ
ー
ツ
を
探

し
て
交
換
す
る
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
現
実

的
な
解
決
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
は
消
耗
品
な
の
で
、
残
念

な
が
ら
ピ
ン
ビ
ー
で
も
要
交
換
の
状
態
。
そ

こ
で
当
初
は
７５
年
モ
デ
ル
以
降
に
採
用
さ
れ

て
い
た
ラ
ッ
ク
＆
ピ
ニ
オ
ン
の
ギ
ア
ボ
ッ
ク

ス
に
交
換
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
し
か
し
検
討
の
結
果
、
ボ
デ
ィ
に
か
な

り
大
き
く
手
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
の
で
止
む
な
く
断
念
。
そ
こ

で
プ
ラ
ン
Ｂ
と
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
部
品
取
わ
車

に
付
い
て
い
た
程
度
の
良
さ
そ
う
な
中
占
部

品
と
交
換
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
…
。

さ
て
、
結
果
は
い
か
に
？

ステアリング ギアボックスの交換作業はボディ

の下倶け ら行ないます。というわけで、まずはボ

ディのフロント側をジャッキアップすることにしま

した。作業しやすいようにフ回ント■1のタイヤは

両方外してしまいました。

しかし、ここで問題が発生。ステアリング・ギア

ボンクスとつながっているユニバーサル・ジョイ
ントのボルトがどうしても外れないのです。どうや

らボルトか曲がってしまっているようで、抜けなく

なってしまったようです。

そこで作戦変更。上側のユニバーサル ジョイン

トで分離し、シャフトごとステアリング・ギアボック

スを取り外すことにしました。燃料タンクを外さな

ければならないので、下側のホースを抜いてタン

ク内の燃料を抜いて携行缶へと移します。

燃オ斗を抜いたらボルトやハーネス、ホースなどを

取り外し、トランク側から燃料タンクを取り外しま

す。空なのでそんなに重くはありません。燃料を

抜いた状態でも、気化したガソリンに引火して

爆発する危険性があるので火気は厳禁です1
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で
す
。
②
ど
う
し
て
も
雑
誌
の
記
事
は
人
気

の
あ
る
車
種
に
偏
り
ま
す
。
フ
ー
フ
ー
リ
で

も
人
気
の
あ
る
モ
デ
ル
、
ラ
ン
ボ
で
も
カ
ウ

ン
タ
ッ
ク
な
ど
…
。
正
直
、
ま
た
か
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
思
い
切
っ
て
今
ま

で
あ
ま
り
取
り
上
げ
て
い
な
い
モ
ノ
に
い
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
コ
ル

ベ
ッ
ト
、
バ
イ
パ
ー
、
サ
リ
ー
ン
Ｓ
７
な
ど

の
ア
メ
リ
カ
製
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
と
か
、
フ
ェ

ラ
ー
リ
な
ら
モ
ン
デ
ィ
ア
ル
と
か
４
５
６
Ｇ

丁
、
一７
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
な
ら
ジ
ャ
ル
バ
な
ど
。

ポ
ル
シ
ェ
９
２
８
系
も
ス
テ
キ
だ
と
思
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
オ
ー
ナ
ー
の
方
は
、

パ
ー
ツ
の
工
面
で
も
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る

は
ず
で
す
。
そ
う
い
っ
た
努
力
や
シ
ョ
ッ
プ

の
取
り
組
み
を
取
材
し
て
欲
し
い
で
す
。

流
山
市
／
ノ
エ
ロ
＝
ヴ
ァ
ー
ミ
リ
オ
ン
）

そ
う
い
っ
た
ク
ル
マ
、
僕
も
ス
テ
キ
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
第
二
特
集
く
ら
い
で
や

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「知
る
人
ぞ
知
る
！

光
り
輝
く
マ
イ
ナ
ー
な
Ｌ
界
」
み
た
い
な
。

最
近
、
ボ
ク
の
住
ん
で
い
る
会
津
若
松
に
　
　
　
一一

も
Ｆ
ロ
ー
ド
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
　
．．　
一
一

た
。
今
ま
で
は
別
の
地
域
に
行
っ
て
買
っ
て
　
・・　
一
一

い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
普
通
に
買
え
　
・一　
一
．

る
よ
う
に
な
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
ボ
　
一．　
一

ク
は
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
・
デ
ィ
ア
フ̈
ロ
が
好

　
　
・一

き
で
将
来
乗
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

　
　
・一

が
、
あ
ま
り
高
い
の
に
は
乗
れ
ま
せ
ん
。
デ
　
　
　
一一

ィ
ア
、フ
ロ
Ｇ
丁
が
夢
で
す
が
、
安
い
モ
ノ
で
　
　
一●

い
く
ら
く
ら
い
で
す
か
？
　
教
え
て
下
さ
い
。
　
　
●

あ
と
、
編
集
部
の
方
に
聞
き
た
い
の
で
す
が
、　
　
■

編
集
部
の
方
は
雑
誌
に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
　
　
一一

ク
ル
マ
に
乗
っ
て
い
る
の
で
す
か
？
　
マ
イ
　
　
　
一一

カ
ー
は
ど
ん
な
ク
ル
マ
な
ん
で
す
か
？

〈
フ
　
　
一一

月
号
を
読
ん
で
思
っ
た
ん
で
す
が
、
諸
星
さ
　
一一
　
一一

ん
は
何
台
の
ク
ル
マ
を
持
っ
て
る
ん
で
す
か
　
一一．

ね
？
　
デ
ィ
ア
フ̈
ロ
は
け
っ
一貫
４
」障
が
多

一
一

一

一涎
恙
‥

　

≒

・

夢

オイルは前回交換したばか りでそれ以来ほとん

ど走行していませんが、さすがに20年放置され

たエンジンという事もあり、今回も新しいオイル

に交換することにしました。さす力ヽ こ汚れてはい

たものの、気になるような金属粉などはなし。

前回の初走行テストではエレジンを掛けただけ

でほとんど調整しないで走らせてしまったことも

あり、Q編集長からも“激 lF_"とぃぅ評価を受けて

しまいましたが、今回は山崎社長が再度エンジ

ン調整をしてくださいました。

はい、完成。さっそくテストしたところ、前回と月」

物の速さになっていてビンクリ。1600用 ミッショ

ンではハイギアード過ぎか? と思いましたが、
エンジン調整で普通に使えることがわかりまし

た。もちろんステアリングも問題なしでした。

あとは燃オ斗タンクを元通りにして固定するだけで

す。配線といえるのも燃料計のセンダーの部分だ

け。燃料計がいい加減だったので、今回は一応

バラしてフロートの動きを確認しておきました。セン

ダー装着部の蓋もきちんと締め直してきました。

ステアリンクの次はこのクルマの数少ない快適

装備のひとつ、ヒーターを使用可能にする作業。

以前のチューニング・エンジンにはヒーターの熱

源 (ヒートエクスチャンジャー)がありませんでした

が、現在のエンジンにはついているのです。

ヒーターはエキバイの熱を室内に導入するという

構造で、エクスチャンジャーがエキパイの周囲を

包むように装着されています。つまり、その熱を室

内に導入するダクトを追加すれば暖房が使える

というわけです。温度調節は出来ませんけどね。

音のビートルには紙などの乾式のエアフィル

ターは装備されてません。その代わり、オイルバ

ス式と呼ばれる湿式のシステムが採用されて

いました。ご覧のようにエアクリの中に規定量

のエンジン・オイルを入れるようになっています。

はい、ようやく外れました。コイツのために、どれ

だけ苦労させられたこと力」 外してみたら、ご

覧のように見事に歪んでいました。これじゃ外れ

ないわけです。以前に修理したときにでも、トル

クを掛けすぎたのかも知れませんね。

▼

ピンピーは燃料タンクの錆取り作業をしたことも

あり、しばらくは剥がれた錆か出るだろうというこ

とでフロント役1にも燃ホ斗フィルターを追カロしてお

きました。今回交換しようとしたら ご覧のように

凄いサビ 左側の新品と比べて愕然 .

お次はステアリング ギアボックスの取り付け作

業。とはいっても、外したときと逆の手順で取り

付けるだけなんで写真で見ちゃうと代わり映え

しませんね(笑 )。 今回のように人出が沢山ある

と、作業のはかどり方が全然違います。

上側のユニバーサル ジョイントの取り付け。こ

ういう部品は付くようにしか付かない設計になっ

ているんで、作業自体に特に注意するような点

はありません。ボルトが刺さる位置を確かめなが

らスプラインを差し込んで、ボルトを締めるだけ。

燃料タンクを取り外すと、このように上側のユ

ニバーサル ジョイントにアクセスすることができ

る状態になります=今 回はこの部分で切り離し

て、ステアリンク ギアボックスこと下に抜いて

取り外すことにしたのです.

というわけで、取り外した状態がこれ。実際に

走ってみると、真っすぐ走るのに気を使うほどの

ガタだったはずなのに、こうやってギアボンクス

単体で状態を確かめてみると、特に気になるよ

うな大きなガタがあるようには思えません。

右が今回使用する中古のステアリング ギア

ボンクス。事前に衛くんが分解清掃して、内部

のグリースも入れ替えておいてくれました。でもこ

の状態で比較しても、特にガタの大きさには差

がないように感じられます。何となく不安だなあ。

外れなかった下側のユニバーサル・ジョイント部

分のボルトを抜きます。位置が悪いこともあり、

クルマに装着してあった状態ではどんなことを

しても外せませんでしたが、この状態なら大丈

夫。最悪、壊して外すこともできますからね。

タ
イ
ヤ
も
街

乗
り
用
に
変

更
し
ま
し
た
。
実

は
こ
の

い
い
」
の
純
正
ス
ボ
ー
ツ
ホ
イ
ー
ル
、
国
内
に
は
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
つ
超
希
少
品
な
の
で
す
。
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